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◆
前
売
券　

８
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
小
坂
井
文
化
会
館
、
桜
ヶ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で

発
売
。
午
前
10
時
か
ら
は
、
プ
リ
オ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で

発
売
。
午
前
10
時
か
ら
は
、
プ
リ
オ

宏
、
金
原
テ
ル
也
、
斎
藤
吾
朗
、
島

橋
宗
文
、
菅
沼
鉄
王
、
鈴
木
喜
家
、

袖
垣
治
彦
、
傍
島
幹
司
、
田
内
公
望
、

高
畑
郁
子
、
竹
原
城
文
、
塚
本
英
一
、

坪
井
孟
幸
、
中
島
佳
子
、
中
根
强

司
、
中
村
英
、
長
谷
川
仂
、
平
井
誠

一
、松
井
和
弘
、松
谷
慶
子
、三
木
登
、

水
谷
雄
、
村
山
き
お
え
、
森
岡
完
介

■
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

◆
日
時　

９
月
７
日
（
金
）・
15
日
（
土
）

の
午
後
２
時
か
ら

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

　

風
景
の
会
は
、
東
海
地
方
の
日
本
画

や
洋
画
な
ど
の
作
家
が
所
属
団
体
の
枠

組
み
を
超
え
て
結
集
し
た
も
の
で
、
毎

年
取
材
地
を
変
え
て
各
地
の
風
景
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
東
北
を
描
く
」

で
す
。
32
人
の
画
家
が
復
興
を
祈
念
し

た
新
作
を
披
露
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

９
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で

（
９
月
10
日
は
休
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
入
場
料　

無
料

◆
出
品
予
定
作
家
（
50
音
順
・
敬
称
略
）

　

石
垣
定
哉
、
岩
原
良
仁
、
梅
村
孝

之
、
大
島
幸
夫
、
加
藤
厚
、
加
藤
勁
、

加
藤
鉦
次
、
加
藤
茂
外
次
、
木
村
光「五色沼」三木登

～
東
北
を
描
く
～

第
27
回
風
景
の
会
絵
画
展

第
20
回 

音
美
会
主
催 

シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

レ
ジ
ェ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

若
い
翼
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
人
の
オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
が
極
上
の
音
楽

を
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
８
日
（
月
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

小
坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

一
般
＝
３
千
５
０
０

円
（
当
日
券
は
４
千
円
）
▽
高

校
生
以
下
＝
１
千
円
（
当
日
券
は

１
千
５
０
０
円
）（
全
席
指
定
）

　

地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
い
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

小
坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

足
木
克
利
さ
ん
、
鈴
木
聡
太

さ
ん

◆
入
場
料　

一
般
＝
１
千
円
（
当
日
券

は
１
千
５
０
０
円
）
▽
高
校
生
以
下

＝
５
０
０
円（
当
日
券
は
７
０
０
円
）

◆
前
売
券　

８
月
26
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
小
坂
井
文
化
会
館
、
桜
ヶ

◆
日
時　

10
月
８
日
（
月
）
午
後
５
時

　

開
演

◆
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
出
演　

ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
、
辺
見
マ

リ
さ
ん
、
堀
内
環
さ
ん
他

◆
入
場
料　

Ｓ
Ｓ
席
＝
６
千
円
▽
Ｓ
席

＝
５
千
円
▽
Ａ
席
＝
４
千
円
（
全
席

指
定
）

◆
前
売
券　

先
行
＝
８
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
、
文
化
会

館
展
示
室
で
発
売
▽
一
般
＝
８
月
６

日
（
月
）
か
ら
、
伊
藤
医
院
な
ど
で

発
売

◆
問
合
せ
先　

音
美
会
事
務
局
（
伊
藤

医
院
内
☎
84
局
４
１
７
１
番
）

イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ウ
ン

タ
ー
で
も

発
売

◆
問
合
せ

先　

小
坂

井
文
化
会

館
（
78
局

３
０
０
０

番
）

イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ウ
ン

タ
ー
で
も

発
売

◆
問
合
せ

先　

小
坂

井
文
化
会

館
（
78
局

３
０
０
０

番
）

鈴木聡太さん 足木克利さん

ＬＥＧＥＮＤ



（８月16日～９月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
さわやか音楽会 
 「こととうたで綴る なつの夕べこんさーと」８月９日19：00～ 小坂井文化会館 

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
小坂井文化会館で前売券を発売中

桜ヶ丘ミュージアム 
「ヴィオラの魅力・デュオコンサート 
　～やさしい音で彩るひととき～」

９月９日 
11：00～・13：30～ 桜ヶ丘ミュージアム 無料、当日会場へ

せせらぎたいむ
「豊かな音色！ホルンソロの魅力」９月29日19：00～ 音羽文化ホール 

（ウィンディアホール）
500円（お菓子、飲み物付き）、８月25日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
写真展「豊川稲荷百景」大岡満夫 ８月１日～31日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
収蔵資料展～平和について学び考える～ ８月７日～19日 御津文化会館 無料、戦争に関する資料館調査会事務局☎052－954－6160
豊川閣寺宝館 平成24年夏季宝物展 ８月16日～９月11日 豊川閣寺宝館 有料、椿椿山 六幅対 花卉の図の内「槿花」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
夏休みこども絵はがき展 ８月17日～31日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
第25回ヴォーカルコンサート ８月19日14：00～ 文化会館大ホール 有料、井谷☎84－6878
第15回陶芸クラブ作品展 ８月21日～26日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、國光☎86－7738
ＣＯＬＯＲＳ十人十色 ８月21日～26日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、阿部☎0532－88－3795
生涯学習墨絵作品展 ８月21日～26日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、伊藤☎0536－37－2202
ティータイム音楽の会「若い日の歌Ⅱ」８月27日18：30～ 明治珈琲館あらびか 500円、尾崎☎84－3647
第50回三河陶芸展 ８月28日～９月２日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、川手☎87－2293
トールペイント作品展 ８月28日～９月２日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、鶴見☎0536－22－0877
絵本 蒼の大地「鬼と十三の約束」出版
記念原画展・「志太ら」公演活動紹介展 ８月29日～９月９日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482

第７回本宮書道展 ９月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
市民呈茶（宗徧吉田流） ９月８日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会茶道部☎89－7082
松本道子バレエ団豊川スタジオ
ジュニア公演 ９月８日18：00～ 文化会館大ホール 有料、馬場☎89－8976

第12回豊川市民歌謡クラブ 歌の祭典 ９月９日９：30～ 文化会館中ホール 無料、太田☎84－7978
市民月例茶会（宗徧吉田流・煎茶売茶流）９月９日10：00～ 地域文化広場 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082
御召布ものがたり ９月12日～16日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
市民呈茶（南坊流） ９月15日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会茶道部☎89－7082

　本宮山には天
て ん ぐ

狗岩と呼ばれる大岩山があり、次
のような話が伝えられています。
　むかし、この天狗岩に、大天狗が住みついてい
ました。大天狗は、世の中の善いことも悪いこと
も全てお見通しでした。砥鹿神社奥宮の神職や奥
宮の裏にあった薬師堂の僧たちが、その日のお勤
めを怠けていたりすると、大天狗は小天狗に言い

つけて脅したり、荒らしまわったりしたそうです。
そのため、神職も僧もびくびくしていたというこ
とです。
　天狗は架空の存在であるのに、民俗伝承の中に
深く溶け込んでいたことを伝えるエピソードです。

天狗岩（上長山町）

20 ー広報とよかわ


